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いて過去に MSW 業務から離職しようと考えたことがあるかどうか（MSW 離職意向），
もし考えたことがあれば何が影響しているのかという背景要因を明らかにすることであ
る．
　2 県の医療社会福祉協会会員のうち，医療機関に所属する 701 人に郵送での質問紙調























基づく業務も増えている．その影響を受け，この 10 年間での MSW の雇用は格段に増加してい
る1）．とはいえ，病院内で MSW は少数職種であることは変わりがない．雇用された MSW は多
職種に対しその存在感を出しつつ，即戦力になることが求められる．
　しかしながら，十分な教育やスーパービジョンが受けられず，バーンアウトに陥り離職する例




美子他 2013，柴田他 2013 等）ものの，MSW を対象としたものは少ない．
　これまで行われてきた日本における MSW の離職研究は，以下の 3 テーマに分類できる．①
職務困難性の研究（杉浦 2007，真嶋・山川・加藤 2009，大松 2010 他），②バーンアウトの研究
（陽田・北島・田中 2008，山川・真嶋・庄司 2010，山川・真嶋 2011 他），③離職要因・離職意
向の研究（本家 2004，山川 2009，山口他 2014 他）である．
　そのうち③離職要因・離職意向の研究は，10 余年前から行われてきている．本家はストレス
に影響を及ぼす要因解明にむけて，100 床以上の一般病床の MSW1,028 人を対象に郵送による
質問紙調査を行い，回答を得た 486 人の分析に基づき個人要因（年齢，経験年数，オーバーコ
ミットメント）と環境要因（MSW 数，位置づけ，兼任の有無，退院促進の役割）がストレスに
影響することを明らかにした（本家 2004：45）．山川は MSW を退職した 2 人を対象に分析を行
い，入職後 1 年以内の退職要因は，周囲からの新人 MSW への要請と新人期の応答のバランス
の不整合という，個人要因と環境要因のミスマッチに起因することを示唆した（山川 2009）． 
離職意図に影響を及ぼす要因については，山口らが調査を行っている．そこでは， 病院勤務の社






は MSW の離職を規定する図 1 の枠組を考えた．早い時期に個人要因と環境要因の相互作用に


















　調査対象は，A 県および B 県の医療社会福祉協会（以下，県協会）に所属する会員のうち，
現在病院・診療所・老人保健施設で働いている MSW701 人である．
　調査票は A4 用紙 6 頁で，5 つの大項目について聞いた．「対象者の属性」7 問，「業務内容」3
問，「所属病院・部署について」7 問，「MSW 業務の継続意向や離職・業務中断について」4 問，
「周囲の人達への信頼度や対象者自身について」2 問の合計 23 問である．なお設問項目には，ス


























合性を確認し，確証的因子分析により尺度の適合度を検証した．離職意向として 6 項目を 4 件法














　なおデータ分析では，回収された 397 通のうち，一連の分析過程において欠損値のない 314 人
の完全データを分析対象とした．記述統計及びクロンバックα係数の算出，重回帰分析において









　分析対象者の属性は，表 1 のとおりである．314 人の内訳は，男女比は 3 対 7 で，年齢は 25
歳以上 34 歳未満が全体の半数を占めており，比較的若い層が多かった．ほとんどが常勤であり，
比較的若い人が多いためか役職についていない人が約 7 割いた．また，診療報酬が位置づけられ
た影響で社会福祉士資格取得者が約 9 割であった．直属の上司で最多は MSW の約 5 割，次い




性別 男性 88 28.0
女性 226 72.0
年齢 20～ 24歳 23 7.3
（無回答＝ 1） 25～ 29歳 76 24.3
30～ 34歳 70 22.4
35～ 39歳 67 21.4
40～ 44歳 49 15.7
45～ 49歳 11 3.5
50～ 54歳 11 3.5
55～ 59歳 6 1.9
勤務形態 常勤 308 98.1 
非常勤 6 1.9 
MSWの経験年数 4年未満 101 32.2
4年以上 7年未満 68 21.7
7年以上 12年未満 72 22.9
12年以上 73 23.2
役職 役職なし 212 68.2





取得資格 社会福祉士 279 91.5






直属の上司の職種 MSW 141 46.7





病床種別 一般病床（急性期） 191 61.2
（無回答＝ 2） 一般病床（亜急性期） 47 15.1
回復期リハビリテーション病床 83 26.6
療養病床 75 24.0





その他 11 3.5 
　２．MSW離職意向尺度の作成
　MSW の離職意向尺度の記述統計は表 2 のとおりである．
　6 項目のうち，「項目 2．あと先を考えずにとりあえず MSW 業務を辞めようと思うことが」「1
なかった」が 155 人，「項目 3．遅刻や欠勤をしようかと思うほど今の病院での MSW 業務が嫌




標準偏差（1.02）を減じた数値が最小値（1.00）を下回った（0.91）ことから，項目 2 と 3 につ
いてフロア効果が確認された．また，尺度の内的整合性を確認するクロンバックα係数につい
て，項目 2 と 3 を除いた数値は 0.89 であった．








-SD１ ２ ３ ４
項目 1．今の病院でのMSW業務が嫌になり
真剣に新しい就職先の情報を集めたことが 114 45 104 51 2.29 1.12 3.42 1.17
項目 2．あと先を考えずにとりあえずMSW
業務を辞めようと思うことが 155 45 82 32 1.97 1.08 3.05 0.89
項目 3．遅刻や欠勤をしようかと思うほど今
の病院でのMSW業務が嫌になったことが 151 56 83 24 1.94 1.02 2.96 0.91
項目 4．もうやっていられないと思うほど今
の病院を辞めようと思ったことが 105 53 113 43 2.30 1.08 3.37 1.22
項目 5．条件さえあえば今すぐにでも今の病
院を辞めようと思ったことが 94 56 109 55 2.40 1.09 3.49 1.31
項目 6．離職や転職について真剣に親しい友
人や家族に相談したことが 113 59 103 39 2.22 1.07 3.28 1.15
※回答カテゴリーと配点：なかった＝ 1 点，殆どなかった＝ 2 点，たまにあった＝ 3 点，度々あった＝ 4 点
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　4 項目で構成される MSW の離職意向尺度の適合度を検証するために，1 因子モデルの確証的
因子分析を行った結果が図 2 である．各項目の標準化係数は項目 1 が 0.82，項目 4 が 0.78，項
目 5 が 0.93，項目 6 が 0.75 となり，いずれも有意であった（p<0.001）．適合度指標は CFI（1
に近づくほど適合度が高いとされる）が 0.984，GFI（0.9 以上が望ましいとされる）が 0.977，























　　　　CFI＝ 0.984, GFI＝ 0.977, RMSEA＝ 0.090, ***p<0.001 
図２　MSW離職意向尺度の確証的因子分析（標準化解）N=314
　３．MSWの離職意向に影響を及ぼす要因











MSW 業務の現況を示す尺度，ストレス対処能力を示す戸ヶ里の SOC3 項目スケール，MSW の
所属組織の体制の状況を示す MSW の所属組織体制尺度を設定した．
　MSW 経験・勤続年数は，「専門職としての経験年数」として「SW 経験年数」や「MSW 経
験年数」を設定し，「職場の勤続年数」として「現在勤務している病院の所属年数」や「現在勤
務している部署の勤続年数」を設定した．MSW 業務の現況を図る尺度としては，筆者らの先行
研究 （大口他 2016） に基づき，自らが実施している MSW 業務への認識等を示す「MSW 業務の





































































CFI ＝ 0.951, GFI ＝ 0.979, RMSEA ＝ 0.090 *p<0.05, **p<0.01, ***p<0.001 
図４　MSWの離職に関連する要因（共分散構造分析）標準解　N ＝ 314





















　MSW の離職意向に影響を及ぼす要因の 1 つ目は，「上司の配慮・誠実さ→部署環境の良し悪
し→職員を尊重する組織運営／ワーク・エンゲイジメント」であった．





































MSW と看護師とのコンフリクト報告（佐藤 2014）にみられるように，2008 年以降の診療報酬





















































ている．厚生労働省の医療施設（動態）調査・病院報告によると，2006 年 10 月 1 日現在の社会福祉士
と医療社会従事者の人数の合計は 12,183 人であり，2016 年 10 月 1 日現在では 20,367 人となっている
（厚生労働省 2017）．　
2）地域包括支援センターの三職種（保健師，主任ケアマネジャー，社会福祉士）を対象とした調査でも，












































































　本研究は JSPS 科研費 JP25380785 の助成を受けたものです．
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